文化摩擦の場としての山東牛取引 : 戦前日中間の経済制度の相違を中心に by 四方田 雅史





















































































































































































































前のデータと比較するとほぼ牛肉であり、後者は英訳が beef without bone
であるため、ほぼ牛肉であると思われる。
［出典］図 1 と同じ。青島のデータは Hsiao, Liang-lin, China’s Foreign 















































































































































































































6 円を資本金として積立て、会社設立の暁には銀 1 円 50 銭を手数料として





































































































































































































な賦課金もあったが、最終的に 31 元 5 仙もの賦課金が徴収されていた66。
　当時戦時下にあった軍閥にとっては直近の戦争に勝利する目的が優先さ
れるという近視眼的対応に終始し、輸出産業の長期的な育成を軽視したと
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